
令和４年度 第３回 積志小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和４年１０月４日（火） １０時００分から１１時３０分まで 

２ 開 催 場 所  積志小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  渥美 年弘、高林 次枝、村田富佐子、小林 博典、髙林亜衣子 

岡本 三矢、市川 和廣、竹内涼子 

４ 欠 席 委 員  横山 佳行 

５ 学   校  中谷 好一（校長）、伊熊 一隆（教頭）、平野 晶子（主幹教諭） 

          冨永 令子 (CSディレクター ) 

６ 教育委員会  小川 誠司（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  CSディレクター 冨永 令子   

９ 会 議 記 録 

司会から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立して

いる旨の報告があった。 

10 連絡事項 

  議長の指示により、市川委員から自治会の活動に関しての連絡・説明があり、委員から以下の

発言があった。 

・ 本年度の住民運動会は、地区ごとのアンケートをもとに中止。リレーカーニバル(四ツ池運

動公園)に積志小から２チームが参加する。 

・ 声かけ、交通ボランティアを引き続き募集していく。 

・ 大雨に関しての対応は河川課に話をし、安全を守っていきたい。（市川委員） 

・ 大雨のとき、安全で保護者に分かりやすい対応をお願いしたい。(岡本委員) 

・ 学校の西側の冠水しやすい道路等、危険箇所の点検をお願いしたい。(亜衣子委員) 

・ 前回の大雨時の状況をもとに、ハザードマップを改定中。(教頭) 

11 浜松市教育委員会より 

  学校評価について 

  ・アンケート結果を分析・評価していく。成果や弱いところについて、全体像としてとらえて

改善するところを見つけていく。すぐに成果の出ないもの、じっくり取り組んでいくもの等

考えてほしい。 

   ・学校運営協議会として、地域や家庭に発信していってほしい。 

12  熟 議  

議長の指示により、校長から学校評価の結果について解説があり、グループに分かれて協議を

行い、委員からは、以下の発言があった。 

グループA 

・アンケート結果から、子供の受け止めと保護者の願いにずれはあるが、自己肯定感が育って

いるのが分かる。 

・家庭であいさつやお礼をするように促し、子供たちの社会性を育てたい。(岡本委員) 



グループB 

・家庭での会話から分かっていくこと、気付いていくことがある。話し合いができる雰囲気が

大切。 

・あいさつ運動は、高学年に声掛けをすると低学年に広がっていく。現在、積志小の正門だけ

なので、西門でも取り組んでいけるとよい。  

・アンケート結果の比較対象が分かりにくいので、分析軸を過去・現在、学年ごと、他校との

比較等、多方面から分析していきたい。(小林委員) 

 

その他報告事項等 

  司会から、次回会議は、令和５年２月１５日（水）午前１０時００分から会議室で開催する旨

の報告があった。 


